
法
然
上
人
御
法
語
講
座　

上
巻　

目
次

7
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は
じ
め
に
︙
︙
3

凡
例
︙
︙
19

プ
ロ
ロ
ー
グ
︱
︱
︱
法
然
遺
文
総
説

１　
　
﹁
法
語
﹂
と
﹁
遺
文
﹂
︙
22

２　
　

法
然
遺
文
の
種
類
︙
23

３　
　

石
井
教
道
編
﹃
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
﹄
の
編
纂
方
針
︙
25

４　
　
﹃
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
﹄
収
載
遺
文
の
出
典
︙
26

５　
　

遺
文
の
真
撰
・
偽
撰
︙
28

６　
　

法
然
上
人
の
真
筆
︙
30

７　
　

三
つ
の
法
然
遺
文
集
︙
32

︿
１
﹀
醍
醐
寺
蔵
﹃
法
然
上
人
伝
記
﹄（﹃
醍
醐
本
﹄（
︙
33

︿
２
﹀﹃
西
方
指
南
抄
﹄（﹃
指
南
抄
﹄（
︙
35

︿
３
﹀﹃
黒
谷
上
人
語
燈
録
﹄（﹃
語
燈
録
﹄（
︙
37
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第
Ⅰ
部　

主
要
法
語

第
一
章　
﹃
つ
ね
に
仰
ら
れ
け
る
御
詞
﹄
︙
46

１　

法
語
の
出
典
と
信
憑
性
︙
46

２　

信
心
に
つ
い
て
︙
48

❶
信
と
行
の
バ
ラ
ン
ス　
　
　

❷
信
の
大
切
さ

３　

念
仏
行
に
つ
い
て
︙
52

❶
念
仏
行
に
お
け
る
留
意
点　
　
　

❷
本
覚
思
想
と
念
仏
行

４　

そ
の
他
の
御
詞
︙
56

❶
観
想
念
仏
の
否
定
と
三
昧
発
得　
　
　

❷
念
仏
と
学
問

❸
死
生
と
も
に
わ
づ
ら
ひ
な
し

第
二
章　
﹃
一
枚
起
請
文
﹄
︙
63

１　

成
立
を
め
ぐ
る
考
察
︙
63

❶
真
偽
の
問
題　
　
　

❷
源
智
上
人
へ
の
形
見
の
書
？

❸
諸
本　
　
　

❹
成
立
事
情

２　

名
称
を
め
ぐ
る
考
察
︙
70
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❶
﹁
一
枚
起
請
文
﹂
と
い
う
呼
称　
　
　

❷
な
ぜ
﹁
起
請
文
﹂
と
呼
ば
れ
る
の
か

❸
本
当
に
﹁
起
請
文
﹂
な
の
か

３　

内
容
に
つ
い
て
の
考
察
︙
77

❶
概
要　
　
　

❷
読
誦
文
献
的
性
格　
　
　

❸
念
仏
を
信
ぜ
ん
人

❹
﹁
尼
入
道
﹂
と
女
性
差
別　
　
　

❺
﹁
一
文
不
知
﹂
の
理
解

４　

流
布
と
変
形
本
︙
89

第
三
章　
﹃
黒
田
の
聖
人
へ
つ
か
は
す
御
文
﹄（﹃
一
紙
小
消
息
﹄（
︙
94

１　

名
称
と
伝
承
に
つ
い
て
の
考
察
︙
94

❶
二
つ
の
タ
イ
ト
ル　
　
　

❷
﹁
消
息
﹂
と
言
え
る
か

❸
﹁
黒
田
の
聖
人
﹂
と
は　
　
　

❹
伝
承
の
問
題

２　

内
容
に
つ
い
て
の
考
察
︙
101

❶
全
体
の
構
成　
　
　

❷
た
と
え
一
念
で
も
罪
人
で
も　
　
　

❸
﹁
自
身
は
こ
れ
煩
悩
具
足
せ
る
凡
夫
な
り
﹂
の
意
味

❹
弥
陀
・
極
楽
・
念
仏
に
限
る
理
由　
　
　

❺
往
生
は
信
心
の
深
き
に
よ
る　
　
　

❻
浄
土
往
生
が
﹁
よ
ろ
こ
び
の
な
か
の
よ
ろ
こ
び
﹂
と
な
る
理
由

❼
生
ま
れ
が
た
き
浄
土
？
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❽
悪
人
で
も
往
生
で
き
る
が
善
人
を
目
指
す
べ
し

❾
一
念
で
も
往
生
で
き
る
が
多
念
す
べ
し

❿
弥
陀
・
釈
迦
・
諸
仏
の
御
心
に
か
な
う　
　
　

⓫
天
に
あ
ふ
ぎ
地
に
ふ
し
て
よ
ろ
こ
ぶ
べ
し

３　

真
偽
の
問
題
︙
123

第
四
章　
﹃
登
山
状
﹄
︙
132

１　

成
立
を
め
ぐ
る
考
察
︱
︱
法
難
へ
の
過
程
と
﹁
登
山
﹂
の
意
味
︙
133

２　

全
体
構
成
︙
136

３　
﹃
登
山
状
﹄
第
一
段
の
検
討
︙
137

❶
第
一
段
の
作
者　
　
　

❷
原
文
と
現
代
語
訳　
　
　

❸
聖
覚
法
印
と
い
う
人
物

❹
現
世
を
厭
い
︑
悟
り
を
目
指
す
べ
し　
　
　

❺
第
一
段
に
お
け
る
唱
導
文
献
と
し
て
の
性
格

４　

第
二
段
以
降
の
内
容
の
考
察
︙
151

❶
真
偽
の
問
題　
　
　

❷
他
宗
の
教
え
を
誹
謗
す
べ
か
ら
ず
（
第
二
段
（　　
　

❸
聖
道
門
と
浄
土
門
（
第
三
段
（　　
　

❹
念
仏
行
の
す
ば
ら
し
さ
（
第
四
段
（

❺
称
名
念
仏
の
勧
め
（
第
五
段
（　　
　

❻
念
仏
・
余
行
︑
共
に
誹
る
べ
か
ら
ず
（
第
六
段
（

❼
一
念
義
批
判
（
第
七
段
（
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❽
本
願
疑
う
べ
か
ら
ず
（
第
八
段
（

第
Ⅱ
部　

法
語
類
編

第
一
章　
﹃
往
生
大
要
抄
﹄
︙
166

１　

和
語
の
教
義
書
︙
166

２　

聖
道
門
と
浄
土
門
︙
167

❶
聖
道
諸
宗
の
教
え　
　
　

❷
浄
土
門
の
教
え

３　

至
誠
心
に
つ
い
て
︙
171

❶
心
と
行
と
の
相
応　
　
　

❷
隆
寛
律
師
と
親
鸞
聖
人
の
至
誠
心
解
釈　
　
　

❸
内
心
が
大
切

４　

深
心
に
つ
い
て
︙
178

❶
信
機
と
信
法
の
前
後
関
係　
　
　

❷
善
導
大
師
の
信
法
と
法
然
上
人
の
信
法

❸
法
然
上
人
当
時
の
信
法
と
現
代
の
信
法　
　
　

❹
法
然
上
人
の
励
ま
し　
　
　

❺
信
心
と
邪
見　
　
　

❻
他
宗
・
他
教
に
転
じ
る
人
た
ち

第
二
章　
﹃
念
仏
往
生
義
﹄
︙
189

１　

疑
い
の
心
︙
189

２　

忙
し
い
か
ら
こ
そ
の
念
仏
︙
190
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３　

在
家
者
の
念
仏
と
仏
壇
︙
191

４　

か
ま
え
て
善
人
に
し
て
︙
192

第
三
章　
﹃
念
仏
大
意
﹄
︙
195

１　

概
要
と
成
立
年
代
︙
195

２　

日
本
人
の
雑
信
仰
と
専
修
の
実
践
︙
196

３　

時
機
相
応
の
教
え
︙
199

４　

専
修
の
勧
め
︙
201

❶
専
修
の
有
効
性

│
主
従
の
譬
え
と
登
山
の
譬
え　
　
　

❷
専
修
が
至
誠
心
？　
　
　

❸
至
誠
心
は
難
行
か　
　
　

❹
専
修
の
勧
め
と
念
仏
誹
謗
の
者
へ
の
対
処
法

❺
仏
道
を
踏
み
外
し
て
き
た
我
ら　
　
　

❻
専
修
の
者
は
多
い
の
か
︑
少
な
い
の
か

５　

聖
道
門
へ
の
対
抗
意
識
︙
211

第
四
章　
﹃
往
生
浄
土
用
心
﹄
︙
214

１　

全
体
像
と
質
問
者
の
問
題
︙
214

２　

多
念
と
念
仏
相
続
︙
216
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❶
多
念
と
品
位
の
増
進　
　
　

❷
百
万
遍
念
仏　
　
　

❸
忘
れ
な
け
れ
ば
﹁
相
続
﹂　　
　

❹
数
珠
は
持
つ
べ
し

３　

高
声
の
念
仏
と
心
で
の
念
仏
︙
224

４　

お
し
ゃ
べ
り
念
仏
︙
226

５　

他
力
の
効
力
と
そ
の
譬
え
︙
228

❶
宿
善
は
必
要
か　
　
　

❷
他
力
の
譬
え

６　

信
心
の
大
切
さ
︙
230

❶
川
に
沈
む
巨
大
棲
物　
　
　

❷
信
心
を
励
ま
す
法
語　
　
　

❸
慣
れ
親
し
ん
だ
輪
廻
の
業

７　

臨
終
に
つ
い
て
︙
235

❶
臨
終
の
良
し
悪
し
︱
︱
善
知
識
は
必
要
か　
　
　

❷
二
祖
の
善
知
識
必
要
論　
　
　

❸
現
代
に
お
け
る
臨
終
行
儀
考　
　
　

❹
臨
終
正
念　
　
　

❺
三
種
の
愛
心

８　

治
病
は
念
仏
を
申
す
た
め
︙
244

９　

追
善
回
向
で
往
生
は
可
能
か
︙
247

❶
追
善
回
向
を
説
く
法
語　
　
　

❷
七
分
全
得

第
五
章　
﹃
示
或
人
詞
﹄
︙
258
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１　

も
う
一
つ
の
追
善
回
向
の
法
語
︙
258

２　

常
に
西
を
向
く
べ
し
︙
261

３　

い
つ
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
︙
263

４　

身
を
清
め
て
︙
264

５　

資
料
的
信
憑
性
︙
265

第
六
章　
﹃
七
箇
条
の
起
請
文
﹄（﹃
念
仏
行
者
訓
条
﹄（
︙
268

１　

名
称
と
真
偽
︙
268

❶
全
体
構
成
と
名
称　
　
　

❷
真
撰
か
偽
撰
か

２　

内
容
に
つ
い
て
︙
271

❶
三
心
に
関
す
る
特
異
な
説
明　
　
　

❷
煩
悩
を
心
の
客
人
と
す
る

❸
自
力
の
念
仏　
　
　

❹
別
時
念
仏
の
す
す
め　
　
　

❺
驕
慢
と
い
う
魔
縁

第
七
章　
﹃
一
期
物
語
﹄
︙
279

１　

名
称
と
信
憑
性
︙
279

❶
﹁
一
期
物
語
﹂
と
い
う
名
称　
　
　

❷
資
料
的
信
憑
性
と
重
要
性

２　

登
山
・
修
学
か
ら
の
二
祖
対
面
︙
283
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❶
登
山
・
修
学　
　
　

❷
﹃
往
生
要
集
﹄
と
の
出
会
い　
　
　

❸
回
心

❹
二
祖
対
面　
　
　

３　

下
山
以
後
の
伝
記
的
事
跡
︙
291

❶
大
原
問
答　
　
　

❷
桜
が
池
伝
説　
　
　

❸
法
然
上
人
の
ご
病
気
と
平
癒
祈
願
︱
︱
高
僧
は
病
気
に
な
る
べ
か
ら
ず

４　

浄
土
宗
開
宗
に
関
係
す
る
内
容
︙
304

❶
﹁
開
宗
の
文
﹂
を
め
ぐ
る
問
題　
　
　

❷
梶
村
説
の
検
討

❸
﹁
一
心
専
念
の
文
﹂
の
意
義　
　
　

❹
宗
義
の
独
立
性
│
宗
義
各
別
│

❺
立
宗
の
目
的
│
凡
入
報
土
と
時
機
相
応
│

❻
専
修
批
判
と
法
然
上
人
の
決
意

５　

念
仏
以
外
の
修
行
︙
317

❶
持
戒
と
念
仏　
　
　

❷
菩
提
心
の
廃
捨
と
浄
土
の
菩
提
心　
　
　

❸
真
言
宗
の
阿
弥
陀
供
養
法
︱
︱
報
身
の
弥
陀
と
己
心
の
弥
陀

❹
﹁
己
心
の
弥
陀
﹂
否
定
の
理
由

６　

信
心
獲
得
の
機
縁
︙
328

第
八
章　
﹃
三
心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
﹄
︙
342
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１　

そ
の
真
偽
と
伝
承
︙
342

❶
真
撰
説
と
偽
撰
説　
　
　

❷
後
世
に
お
け
る
伝
承　
　
　

❸
真
偽
の
検
討

２　

特
異
な
至
誠
心
解
釈
︙
348

３　

還
愚
痴
︙
351

４　

念
仏
に
関
す
る
法
語
︙
353

❶
専
修
の
意
義　
　
　

❷
多
念
の
勧
め　
　
　

❸
頼
ま
れ
念
仏

５　

善
人
・
悪
人
と
﹁
悪
人
正
機
﹂
︙
356

❶
悪
を
犯
す
た
め
の
念
仏　
　
　

❷
善
人
は
善
人
な
が
ら
︑
悪
人
は
悪
人
な
が
ら

❸
悪
人
正
機
説
の
創
唱
者　
　
　

❹
悪
人
正
機
説
に
お
け
る
善
人
と
悪
人

第
九
章　
﹁
諸
人
伝
説
の
詞
﹂
︙
368

１　
﹃
信
空
上
人
伝
説
の
詞
﹄
︙
368

❶
信
空
上
人　
　
　

❷
﹁
進
行
集
﹂
よ
り
出
で
た
り　
　
　

❸
法
語
の
内
容

２　
﹃
隆
寛
律
師
伝
説
の
詞
﹄
︙
372

❶
隆
寛
律
師　
　
　

❷
今
は
た
だ
念
仏
ば
か
り
な
り　
　
　

❸
﹃
明
義
進
行
集
﹄
と
隆
寛
律
師

３　
﹃
聖
光
上
人
伝
説
の
詞
﹄
︙
379
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❶
聖
光
上
人　
　
　

❷
烏
帽
子
も
き
ざ
る
男　
　
　

❸
安
房
の
助
（
阿
波
介
（
の
念
仏
と
同
じ　
　
　

❹
一
丈
の
堀
を
越
え
ん
と
す
る
者
は　
　
　

❺
﹁
法
然
﹂
の
名
の
由
来
︱
︱
時
国
公
討
死
と
の
関
係　
　
　

❻
三
学
非
器

４　
﹃
禅
勝
房
伝
説
の
詞
﹄
︙
386

❶
歓
喜
踊
跳
の
心　
　
　

❷
念
仏
へ
の
確
信
と
助
さ
さ
ぬ
念
仏　
　
　

❸
法
爾
の
道
理

５　
﹃
乗
願
上
人
伝
説
の
詞
﹄
︙
393

❶
乗
願
上
人　
　
　

❷
観
想
念
仏
と
い
う
﹁
い
た
づ
ら
ご
と
﹂

❸
﹁
三
心
の
月
﹂
は
自
然
に
宿
る　
　
　

❹
今
度
こ
そ
往
生
し
た
い
も
の
で
あ
る

法
然
上
人
御
法
語
講
座
　
下
巻
　
目
次



法
然
上
人
御
法
語
講
座　

下
巻　

目
次

3
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凡
例
︙
︙
16

第
Ⅲ
部　

問
答
編

第
一
章　
﹃
念
仏
往
生
要
義
抄
﹄
︙
18

１　

構
成
と
真
偽
︙
19

❶
不
思
議
な
構
成　
　
　

❷
真
偽
の
問
題 

２　

念
仏
に
つ
い
て
の
九
つ
の
問
答
︙
25

❶
末
代
の
悪
人
︑
皆
念
仏
に
て
往
生
す

︱
〝
悪
人
正
機
”
と
の
相
違

❷
自
力
の
念
仏
と
他
力
の
念
仏　
　
　

❸
出
家
の
念
仏
と
在
家
の
念
仏

❹
日
本
仏
教
の
在
家
主
義　
　
　

❺
余
念
な
き
念
仏
と
散
心
の
念
仏　
　
　

❻
一
声
・
十
声
は
臨
終
時

❼
臨
終
の
念
仏
と
平
生
の
念
仏　
　
　

❽
往
生
が
定
ま
る
の
は
い
つ
か

❾
智
者
の
念
仏
と
愚
者
の
念
仏

３　

女
性
を
意
識
し
た
文
言
︙
39

❶
女
人
往
生　
　
　

❷
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